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(54)【発明の名称】 超音波診断装置

(57)【要約】
【課題】  探触子の性能情報を客観的に判定することが
可能な超音波診断装置を提供する。
【解決手段】  上記課題は、探触子劣化判定部１が、実
測されたファントムデータと予め計測され記憶されたフ
ァントムデータとをデータ比較部１３によって比較し、
その比較結果に基づいて探触子劣化メッセージを表示メ
ッセージ生成部１４によって生成する探触子劣化判定部
１を備えたことで解決される。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  被検体に超音波を送信するとともに、被
検体からの反射エコーを受信する探触子と、この探触子
に超音波を送信させるように駆動するとともに、前記反
射エコーを信号処理する超音波送受信部と、この超音波
送受信部に信号処理されたエコー信号を超音波画像に走
査変換するスキャンコンバータ部と、このスキャンコン
バータ部に走査変換された超音波画像を表示するモニタ
部とを備えた超音波診断装置において、前記探触子の予
め得た性能情報に基づきその探触子の性能状況を判定す
る手段と、該判定された探触子性能状況を前記モニタ部
に表示させる手段とを備えたことを特徴とする超音波診
断装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明が属する技術分野】本発明は、探触子の性能情報
を判定して操作者等にその探触子の交換時期などを的確
に知らせることが可能な超音波診断装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】従来の超音波診断装置では、探触子の経
年的な劣化の状態、探触子を誤って床に落とすなど、い
わゆる探触子の性能劣化を判定することを概ね次の手順
で行っていた。
①操作者は、ファントムと呼ばれる人体に似せた音響イ
ンピーダンスの物質に検査する探触子を当接させ、超音
波を送受信させる。
②操作者は、上記ファントムより反射されるエコー信号
から超音波断層像へ変換された画像を超音波診断装置の
TVモニタで見て、その画像に歪があるかどうかを目視に
よって判定する。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】しかし、上記従来技術
は、操作者の主観によって探触子の性能劣化を見る基準
が異なるので、劣化状態にある探触子をそれとは認識せ
ずに診断に用いてしまうおそれがあるという問題があっ
た。そこで、本発明の目的は、探触子の性能情報を客観
的に判定することが可能な超音波診断装置を提供するこ
とにある。
【０００４】
【課題を解決するための手段】上記目的は、被検体に超
音波を送信するとともに、被検体からの反射エコーを受
信する探触子と、この探触子に超音波を送信させるよう
に駆動するとともに、前記反射エコーを信号処理する超
音波送受信部と、この超音波送受信部に信号処理された
エコー信号を超音波画像に走査変換するスキャンコンバ
ータ部と、このスキャンコンバータ部に走査変換された
超音波画像を表示するモニタ部とを備えた超音波診断装
置において、前記探触子の予め得た性能情報に基づきそ
の探触子の性能状況を判定する手段と、該判定された探
触子性能状況を前記モニタ部に表示させる手段とを備え
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たことを特徴とする超音波診断装置によって達成され
る。
【０００５】
【発明の実施の形態】本発明の超音波診断装置の好適な
実施形態について図面を参照して説明する。
【０００６】図１は本発明の超音波診断装置に採用する
探触子劣化判定部を示す図、図２は図１の探触子劣化判
定部を含むデジタルスキャンコンバータ（DSC）部を示
す図、図３は図２のDSC部を含む超音波診断装置を示す
図である。
【０００７】本実施形態の超音波診断装置は、図３に示
すように、探触子３と、超音波送受信部４と、DSC部２
と、モニタ部５と、操作卓６と、CPU部７と、インター
フェース部８を有している。
【０００８】探触子３はファントム（図示しない）に当
接させファントム内に超音波を送信するとともに、ファ
ントムからの反射エコー信号を受信する。超音波送受信
部４は探触子３を駆動して超音波を送信可能とすると共
に、探触子３に受信されたエコー信号を整相する。DSC
部２は超音波送受信部４に整相されたエコー信号を超音
波画像に変換する。DSC部２はまた該変換された超音波
画像に対応づけるような画像付帯情報（ファントム情
報、検査日、検査部位などの情報）を生成し、超音波画
像と画像付帯情報を合成あるいは重畳する。この画像付
帯情報は例えば操作者の操作卓６への入力情報がCPU７
を介して引き渡されることにより生成される。モニタ部
５は前記超音波画像と前記画像付帯情報とを合成あるい
は重畳したものを表示する。操作卓６は操作者がCPU部
７に診断に供する超音波画像が表示されるようにすると
ともに、画像付帯情報などの各種パラメータを設定す
る。CPU部７は操作卓６からのパラメータに基づき超音
波送受信部４の超音波の送受信、DSC部２の受信エコー
信号から超音波画像への変換および画像付帯情報の生成
並びに超音波画像と画像付帯情報との合成あるいは重畳
を制御する。
【０００９】また、図３の超音波診断装置のDSC部２の
詳細構成は、図２に示すように、走査変換部２１と、画
像メモリ２２と、探触子劣化判定部１と、画像合成部２
３とからなる。
【００１０】走査変換部２１は超音波送受信部４に整相
されたエコー信号をファントムの超音波画像に変換す
る。画像メモリ２２は走査変換部２１に変換されたファ
ントムの超音波画像を記憶する。探触子劣化判定部１は
画像メモリ２２に記憶されたファントムの超音波画像に
対応する画像付帯情報の一つとして、探触子が劣化した
旨のメッセージ等の探触子劣化情報を生成する。画像合
成部２３は画像メモリ２２に記憶された超音波画像と探
触子劣化判定部１に生成された探触子劣化帯情報とを合
成する。
【００１１】さらに、図２の探触子劣化判定部１の詳細
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構成は、図１に示すように、ヒストグラムデータ生成部
１１と、基準データ記憶部１２と、データ比較部１３
と、表示メッセージ生成部１４とからなる。
【００１２】ヒストグラムデータ生成部１１は画像メモ
リ２２に記憶されたファントムの超音波画像に対応する
画素値の度数分布データ、つまりヒストグラムデータを
生成する。基準データ記憶部１２は、検査される探触子
について製品出荷時や探触子を交換したときに得たファ
ントムの超音波画像に対応するヒストグラムデータが記
憶されている。データ比較部１３はヒストグラムデータ
生成部１１からの探触子の実測値のヒストグラムデータ
と基準データ記憶部１２から読み出した探触子の基準値
のヒストグラムデータとを比較するとともに、これらの
実測値と基準値の差には許容範囲が設けてあり、その許
容範囲を超えたときに電気信号を出力する。表示メッセ
ージ生成部１４は、データ比較部１３の出力信号によっ
て、例えば、「この探触子は交換時期を過ぎています。
速やかに交換ください。」というような探触子の劣化を
示す表示メッセージを生成する。
【００１３】次に、本実施形態の超音波診断装置の動作
について説明する。探触子３によって受信されたファン
トムからの反射エコー信号は、超音波送受信部４によっ
て整相され、DSC部２の走査変換部２１によってファン
トムの超音波画像に変換される。DSC部２は、また前記
変換された超音波画像に対応づけるような画像付帯情報
を生成し、ファントムの超音波画像と画像付帯情報を合
成あるいは重畳する。モニタ部５は前記ファントムの超
音波画像と前記画像付帯情報とを合成あるいは重畳した
ものを表示する。操作者は操作卓６に探触子を検査する
旨の入力情報を入力する。この入力を受けて、CPU部７
は探触子劣化判定部の各構成要素を次のように制御す
る。CPU部７はヒストグラムデータ生成部１１にファン
トムの超音波画像のヒストグラムデータ（実測値）を生
成させ、基準データ記憶部１２に記憶されたヒストグラ
ムデータ（基準値）を読み出させ、データ比較部１３に
実測値と基準値を比較させ、それら値の差が許容範囲に
ないことより信号を出力させ、表示メッセージ生成部１
４に「この探触子は交換時期を過ぎています。速やかに
交換ください。」というような探触子の劣化を示す表示
メッセージを生成させる。そして、探触子劣化判定部１
の表示メッセージ生成部１４に生成された表示メッセー*
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*ジは表示合成部２３によってファントムの超音波画像と
合成され、DSC部２の表示合成部２３の出力がモニタ部
５に出力され、操作者は探触子の性能情報を客観的に判
定することができるようになる。
【００１４】また、本実施の形態では、ファントムの超
音波画像のヒストグラムを生成することで説明したが、
ヒストグラム処理する前の超音波画像で行ってもよい。
この場合は、ヒストグラムデータ生成部に代えてメモリ
とし、基準データ記憶部には製品出荷時や探触子を交換
したときに得たファントムの超音波画像を記憶しておけ
ばよい。
【００１５】また、表示メッセージ生成部１４からのメ
ッセージを超音波診断装置のデータを電話回線９などの
外部に取り出せるように、インターフェース（I/F）部
８を設け、電話回線９を通じて探触子の劣化メッセージ
をサービス端末１０に届くようにしてもよい。これによ
って、速やかな探触子の交換が可能となると共に、ユー
ザの探触子交換に係る煩雑さを解消することができる。
【００１６】また、上記実施形態は探触子の劣化検査に
ついて説明したが、製品出荷時の探触子の検査に用いる
こともできる。この場合は、基準データ記憶部に検査す
る探触子の標準データを記憶させておけば、出来上がっ
てきた探触子の検査ができる。これによって、従来の目
視検査より効率的かつ客観的な製品出荷時の探触子の検
査が可能となる。なお、この場合の「この探触子は合格
です」あるいは「この探触子は不合格です」という表示メ
ッセージはメッセージ内容を切り換えればよい。
【００１７】
【発明の効果】本発明は、探触子の性能情報を客観的に
判定することが可能な超音波診断装置を提供するという
効果を奏する。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の超音波診断装置に採用する探触子劣化
判定部を示す図。
【図２】図１の探触子劣化判定部を含むDSC部を示す
図。
【図３】図２のDSC部を含む超音波診断装置を示す図。
【符号の説明】
１…探触子劣化判定部、１１…ヒストグラムデータ生成
部、１２…基準データ記憶部、１３…データ比較部、１
４…表示メッセージ生成部
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